
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 2002 

令和５年度 公民科 

 

教科 公民 科目 公共 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「公共」（実教出版） 

副教材等 2023 ズームアップ公共資料（実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

私たちが生きている「社会」には、さまざまな「解決しなければならない問題（＝課題）」があ

ります。『公共』の授業は社会の課題について、みなさんが社会の一員として自分で考えていくこ

とができるようになるための、基本的な力を身につけることを目指します。学習している内容と実

際に私たちが直面している「社会」とのつながりを常に意識しながら、学習を進めていきましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・選択・判断の手がかりとなる概念や理論、及び倫理、政治、経済などに関わる現代の諸課題につ

いて、理解しているとともに、諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめている。 

・現代の諸課題について、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向

けて公正に判断したり、合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論している。 

・国家及び社会の形成者として、よりより社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しよ

うとしている。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

公共の授業内容について理

解し、その知識を身に付け

るとともに、様々な情報を

適切かつ効果的に調べ、ま

とめている。 

公共の授業内容について、そ

の特色や相互の関連を、概念

などを活用して多面的・多角

的に考察したり、社会にみら

れる課題の解決に向けて構想

したりして、社会の変化と関

連付けて説明できる。 

公共の授業内容が、自己の将

来において役立つ場面を具体

的に想定し、国家及び社会の

形成者として、主体的に行動

することができる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期
中
間 

公
共
の
扉 

社会を作る

私たち 

人間として

よく生きる 

 

a: 公共の概念について理解してい

るとともに、諸資料から様々な情報

を適切かつ効果的に調べまとめて

いる。 

b: 公共の概念について事実を基に

概念などを活用して多面的・多角的

に考察したり、解決に向けて公正に

判断したり、合意形成や社会参画を

視野に入れながら構想したことを

議論している。 

c: よりより社会の実現を視野に、

現代の諸課題を主体的に解決しよ

うとしている。 

定期テ

スト 

 

ワーク

シート 

 

 

定期テ

スト 

 

ワーク

シート 

 

 

定期テ

スト 

 

ワーク

シート 

 

 

１
学
期
期
末 

公
共
の
扉 

他者ととも

に生きる 

民主社会の

倫理 

民主国家に

おける基本

原理 

a: 民主社会の倫理について理解し

ているとともに、諸資料から様々な

情報を適切かつ効果的に調べまと

めている。 

b: 民主社会の倫理について事実を

基に概念などを活用して多面的・多

角的に考察したり、解決に向けて公

正に判断したり、合意形成や社会参

画を視野に入れながら構想したこ

とを議論している。 

c: よりより社会の実現を視野に、

現代の諸課題を主体的に解決しよ

うとしている。 

 

定期テ

スト 

 

ワーク

シート 

 

 

定期テ

スト 

 

ワーク

シート 

 

 

定期テ

スト 

 

ワーク

シート 
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２
学
期
中
間 

よ
り
よ
い
社
会
の
形
成
に
参
加
す
る
私
た
ち 

日本国憲法

の基本的性

格 

日本の政治

機構と政治

参加 

 

a: 日本国憲法の基本的性格につい

て理解しているとともに、諸資料か

ら様々な情報を適切かつ効果的に

調べまとめている。 

b: 日本国憲法の基本的性格につい

て事実を基に概念などを活用して

多面的・多角的に考察したり、解決

に向けて公正に判断したり、合意形

成や社会参画を視野に入れながら

構想したことを議論している。 

c: よりより社会の実現を視野に、

現代の諸課題を主体的に解決しよ

うとしている。 

 

定期テ

スト 

 

ワーク

シート 

 

 

定期テ

スト 

 

ワーク

シート 

 

 

定期テ

スト 

 

ワーク

シート 

 

 

２
学
期
期
末 

よ
り
よ
い
社
会
の
形
成
に
参
加
す
る
私
た
ち 

現代の経済

社会 

日本の経済

の特質と国

民生活 

a: 現代の経済社会について理解し

ているとともに、諸資料から様々な

情報を適切かつ効果的に調べまと

めている。 

b: 現代の経済社会について事実を

基に概念などを活用して多面的・多

角的に考察したり、解決に向けて公

正に判断したり、合意形成や社会参

画を視野に入れながら構想したこ

とを議論している。 

c: よりより社会の実現を視野に、

現代の諸課題を主体的に解決しよ

うとしている。 

 

定期テ

スト 

 

ワーク

シート 

 

 

定期テ

スト 

 

ワーク

シート 

 

 

定期テ

スト 

 

ワーク

シート 

 

 

３
学
期
学
年
末 

よ
り
よ
い
社
会
の
形
成
に
参
加
す
る
私
た
ち 

持
続
可
能
な
社
旗
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
私
た
ち 

国際政治の動

向と課題 

国際経済の動

向と課題 

持続可能な社

会をめざして 

a: 国際関係について理解している

とともに、諸資料から様々な情報を

適切かつ効果的に調べまとめてい

る。 

b: 国際関係ついて事実を基に概念

などを活用して多面的・多角的に考

察したり、解決に向けて公正に判断

したり、合意形成や社会参画を視野

に入れながら構想したことを議論

している。 

c: よりより社会の実現を視野に、

現代の諸課題を主体的に解決しよ

うとしている。 

 

定期テ

スト 

 

ワーク

シート 

 

 

定期テ

スト 

 

ワーク

シート 

 

 

定期テ

スト 

 

ワーク

シート 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度     

 


